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第 ４第 ４第 ４第 ４ 章章章章     課 題 解 決課 題 解 決課 題 解 決課 題 解 決 に 向 け てに 向 け てに 向 け てに 向 け て  

第第第第 １１１１ 節節節節     情 報 化情 報 化情 報 化情 報 化 にににに 係係係係 るるるる 当 面当 面当 面当 面 のののの 課 題課 題課 題課 題 のののの 解 決解 決解 決解 決  

１１１１    情報通信格差の解消情報通信格差の解消情報通信格差の解消情報通信格差の解消  

県内に残るブロードバンド・ゼロ地域や携帯電話の不通話エリアの

解消に向けて、引き続き民間通信事業者等に対し働きかけていくとと

もに、採算性等の問題により民間通信事業者によるブロードバンド環

境や携帯電話のエリア整備が進まない地域については、国・市町村・

民間通信事業者と連携し、国や本県の補助事業の活用などにより地域

の実情に合った整備促進の取組みを進めることにより、条件不利地域

における情報通信格差の解消に努めます。  

 

２２２２    地上デジタル放送への対応地上デジタル放送への対応地上デジタル放送への対応地上デジタル放送への対応  

地上デジタル放送への移行に際しては、テレビ放送を視聴できない

世帯が生じないよう、国に対して必要なあらゆる対策を講じることを

強く求めていくとともに、アナログ放送終了までに対応が間に合わな

い地区・世帯に対しては、市町村と協力して国の衛星放送による暫定

的な難視聴対策の利用を促進していきます。  

また、本県の補助事業等により市町村が独自に行う難視聴地域解消

のための取組みを支援し、共聴施設の新設など、地上デジタル放送へ

の恒久的対応策の早期完了を図ります。  

 

３３３３    電子県庁の電子県庁の電子県庁の電子県庁のさらなるさらなるさらなるさらなる推進推進推進推進  

本県の情報システムを効果的かつ効率的に運用していくため、ＩＣ

Ｔに対する投資の効果が十分得られるよう、システムのライフサイク
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ルを通じた管理を実施していくとともに、組織全体の観点から業務・

システムの全体最適化の推進に取り組んでいきます。  

また、ＩＣＴの有効な利活用事例や新しい技術やサービス、国や先

進国における先進的な施策の動向などの情報を共有することを目的と

した連絡会議を定期的に開催するとともに、ｅ－ラーニング等の活用

によりＩＣＴ利活用に関する職員のスキルアップを図ります。  

 

４４４４    新たな技術・サービスへの対応新たな技術・サービスへの対応新たな技術・サービスへの対応新たな技術・サービスへの対応  

リスクや費用対効果を十分に検討した上で、課題解決に有効と考え

られるＩＣＴの利活用策については、自治体クラウドを始めとして積

極的に導入を図り、県民利便性の向上や行政サービスの質的向上に努

めます。  

また、社会保障・税に関わる番号制度の導入、文字基盤の統一など、

国の新たな情報通信施策に対しては、国や市町村、関係機関等と連携

し、より効率的で住民ニーズに沿った質の高い行政サービスの提供を

目指して適切な対応を図っていきます。  

 

５５５５    災害時の情報収集・発信と災害時の情報収集・発信と災害時の情報収集・発信と災害時の情報収集・発信と広域避難している県民広域避難している県民広域避難している県民広域避難している県民の絆づくりの絆づくりの絆づくりの絆づくり  

災害に強い情報通信ネットワークを構築し、災害情報の収集と被災

地への情報発信の強化を図ります。  

また、ＩＣＴの特性を活かして地域をつなぐ活動を推進するととも

に、県民それぞれのふるさとに対する思いを発信しながら、新たに生

まれた国内外の人々との絆をふくしまの未来につなげていきます。  
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第第第第 ２２２２ 節節節節     課 題 解 決課 題 解 決課 題 解 決課 題 解 決 にににに 向向向向 け たけ たけ たけ た Ｉ Ｃ ＴＩ Ｃ ＴＩ Ｃ ＴＩ Ｃ Ｔ 利 活 用利 活 用利 活 用利 活 用  

国では、地域社会におけるＩＣＴ利活用の促進により、地域活性化

や地域社会の絆の再生、地域住民の生活の質の向上などがもたらされ

るとしていますが、国内のＩＣＴ利活用の現状としては、電子商取引

や交通・物流、文化・芸術などの民間サービス分野での利用は高いも

のの、医療・福祉や教育・人材、雇用・労務、行政サービスといった

公的サービス部門での利活用は特に遅れていることを明らかにしてい

ます。多くの事例からもＩＣＴは多様な地域課題の解決に有効である

ことが検証されており、今後の各行政分野における課題解決のための

ツールとしてＩＣＴの積極的な活用が望まれています。  

インターネット上では、人間関係を構築できるホームページやツー

ルの利用が広がり、また、利用者にふさわしいコンテンツを自動で推

奨することも行われるようになりました。今や情報は「取りに行く」

のではなく「やってくる」のが当たり前の時代を迎えようとしていま

す。今後の行政における課題解決やサービスの提供に際しては、ＩＣ

Ｔをツールとして積極的に活用した利便性の高い手法による有効な施

策が求められています。  

ＩＣＴは極めて効果的な政策目標の実現手段のひとつであり、あら

ゆる施策において、その活用を考慮することが必要です。  
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図 表 ４-１ 「医 療 ・福 祉 」「教 育 ・人 材 」「雇 用 ・労 務 」「行 政 サービス」における情 報 通 信 利 活 用 の

課 題 に関 するネットアンケート調 査 結 果  

（出 典 ）総 務 省 「平 成 21 年  情 報 通 信 白 書 」  

ＩＣＴの 利活用が進まない主な 理由は、「ＩＣＴシステ ム・サービスが

身近に提 供されていない」「使い勝手が悪い」「ニーズに合っ ていない」

などが高 い割合を占めており 、国民本位 のＩＣＴシステ ム・サー ビスが

提供され ていないという課題が 浮き彫りになっており 、「医療・福祉」

「教育・人材」で はＩＣＴシステ ム／ＩＣＴサービスの 未整備が、「行

政サービ ス」では 操作性や使い勝 手の面で 、それぞれ課題 となっていま

す。  
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第第第第 ３３３３ 節節節節     Ｉ Ｃ ＴＩ Ｃ ＴＩ Ｃ ＴＩ Ｃ Ｔ をををを 利 活 用利 活 用利 活 用利 活 用 し たし たし たし た 取 組取 組取 組取 組 みみみみ  

本県のＩＣＴ利活用については、福島県総合計画と福島県復興計画で

描いた将来の姿の実現を支えるため、両計画に掲げる以下の分野の施策

に連動した取組みを行っていきます。   

「人と地域が輝くふくしま」  （人、教育、文化、地域）   

「活力に満ちたふくしま」  （産業、交流）   

「安全・安心に支えられたふくしま」  （保健、医療、福祉、防災）   

「思いやりにあふれたふくしま」  （環境、社会）   

「福島県復興計画に描かれたふくしま」  （絆、基盤）  

 

１１１１    人と地域が輝くふくしま人と地域が輝くふくしま人と地域が輝くふくしま人と地域が輝くふくしま  

ＩＣＴが社会に浸透し、本格的なユビキタス・ネットワーク社会の

到来が予想される中では、地域自らの情報発信の取組みが重要である

ため、地域情報化の核となる人材の育成に努め、地域力の向上を目指

します。  

また、子どもたちに高度情報化社会を主体的に生きていくための能

力を身につけさせることが必要であることから、学校におけるＩＣＴ

を活用した学習活動の推進や教育環境の整備をさらに進めるとともに、

教員が授業の準備や子どもたちと接する時間をより多く確保できるよ

う、校務の高度化・効率化にもＩＣＴを積極的に活用していきます。  

さらに、今後増加が予想されている単身世帯、高齢者単身世帯、ひ

とり親世帯が「孤立化」するおそれのある中、支え合いのネットワー

クから誰一人として排除されることのない社会を実現する一助として

ＩＣＴによるネットワークを活用した社会環境づくりを進めます。  

また、情報化の進展に伴い、インターネット等を悪用した犯罪など

がＩＣＴ利活用促進の障壁となっています。安心・安全に対する懸念
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を払拭しＩＣＴを利活用していくためには情報セキュリティの知識や

一定の情報リテラシーが不可欠なので、県民の情報セキュリティ、リ

テラシー、モラルの向上に向けた取組みを推進していきます。  

 

【想定される取組み】  

○学校から保護者への情報提供  

インターネットを活用して学校から保護者へ、迅速に情報伝達

が行える仕組みの構築について検討する。  

○特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒の学習保障  

病気や障がいのある幼児・児童・生徒に対して、テレビ会議シ

ステムなどの学習環境を構築することで、「交流及び共同学習」

を推進し、「学びの機会」と「経験の拡大」を図る。  

○情報セキュリティ、情報リテラシー、情報モラル教育の充実  

様々な情報通信機器を利用した授業を導入するほか、外部講師

を招くなどして、各年齢層に応じた情報モラル及び情報セキュリ

ティに関する内容を取り入れた授業を、小学校の段階から継続的

に実施し、情報セキュリティ、情報リテラシー、情報モラルの向

上を図る。  
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○告知情報の電子化  

今後デジタルサイネージ 20やメール配信サービスなど様々な電

子的告知手段が地方自治体にも普及することを視野に入れ、周

知・広報等のためのポスター・チラシ等は、一般的なフォーマッ

トによる電子データも併せて作成・送付することで、効果的な周

知・広報が行えるようになる。  

○電子図書館  

図書館収蔵書籍を電子化し著作権法上の問題がクリアできれば、

利用者は図書館へ現実に行く必要がなくなる、２４時間開館、多

くの利用者が同時に同じ資料を使える、全蔵書から特定の語句を

検索することができ、クリックするだけで簡単にアクセスできる、

蔵書劣化の問題が生じない、などの多くのメリットが生じる。  

○クラウドコンピューティングの導入  

業務ごとに設置されたサーバ群を統合・仮想化したり、共通す

る業務を共通のパッケージソフト化したりすることにより一律に

処理するなど、自治体の情報システムに、クラウドコンピューティ

ングを導入することで、行政情報システムの構築・運用や事務の

効率化、行政コストの削減、災害時の事業継続性を担保し、住民

サービスの向上などを実現する。  

○オープンソース・ソフトウェア 21の導入  

オープンソース・ソフトウェアは、Linux22や OpenOff ice23など

無料で配布されているものであれば、ライセンス費用が原則不要

                                                

20  デジタルサイネージ【Dig i ta l  S i gnage】：電 子 看 板 とも呼 ばれ、表 示 と通 信 にデジタル技 術 を

活 用 して平 面 ディスプレイやプロジェクタなどによって映 像 や情 報 を表 示 する広 告 媒 体 。設 置 地

域 に即 したリアルタイムな情 報 配 信 が可 能 であることが特 徴 。  

21
 オープンソース・ソフトウェア：ソフトウェアの設 計 図 にあたるソースコードが無 償 で公 開 され、

改 良 や再 配 布 を行 うことが誰 に対 しても許 可 されているソフトウェア。  
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であり何人利用しても無料であるため、今後個人のみならず企

業・自治体にも普及していくことが見込まれ、情報システムコス

トの軽減にも寄与する。  

  

                                                                                                                                          

22
 L inux（リナックス）：キーボード入 力 や画 面 出 力 といった入 出 力 機 能 やディスクやメモリの管

理 など、コンピュータの基 本 的 な機 能 を提 供 し、管 理 するソフトウェアのひとつ。フリーソフトウェア

として無 償 で利 用 でき、改 変 ・再 配 布 が制 限 なく行 える。インターネットサーバ用 途 として普 及 し

ており、近 年 は携 帯 電 話 、デジタル家 電 などに組 み込 まれて使 用 されることも多 い  

23  OpenOf f i ce（オープンオフィス）：正 式 名 は「OpenOf f ice .o rg」。米 Mic roso f t 社 の Microsof t  

Of f i ce™と高 い互 換 性 があるオフィス用 ソフトウェアのひとつ。Linux や Windows など様 々な OS

で動 作 する。会 津 若 松 市 では既 に標 準 ソフトウェアとして利 用 しており、山 形 県 は全 庁 の PC に

導 入 済 み。  
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２２２２    活力に満ちたふくしま活力に満ちたふくしま活力に満ちたふくしま活力に満ちたふくしま  

パソコンや携帯電話など情報端末として利用可能な情報通信機器の

普及により、これまでになかった情報発信が可能となりました。ＩＣ

Ｔを活用した情報発信では、文字や画像だけではなく、音声や動画に

よってより訴えかける力の強い情報発信が可能であり、県産品の付加

価値を高めるとともに、新商品開発や販路開拓など販売チャネルの拡

大にも寄与します。特に「食」に関する情報に関しては「クチコミ」

の力が大きく、ＩＣＴを活用したコミュニケーションによりブランド

力を大きく高めることが可能です。  

観光・交流の分野においては、今やＩＣＴによる情報発信は必要不

可欠なものとなっています。「着地型＋体験型」が主流となる今後の

観光においては、従来とは異なる新たな商品企画や集客・流通方法が

求められており、マーケティングから地域の素材磨き、企画、販売ま

でのあらゆる場面で、ＩＣＴを活用した先進的な取組みによる観光振

興を図ります。また、定住・二地域居住促進の面でも、地域に住み暮

らす住民の言葉や姿を、ＩＣＴを活用して興味を抱く人へダイレクト

に届けることで、新しい暮らしへの不安を解消することができること

から、ＩＣＴの積極的な利活用を図っていきます。  

 

【想定される取組み】  

○商店街の活性化  

商店街による Twit ter やデジタルサイネージ、コミュニティ FM

などを活用した情報配信を支援し、来訪者の増加やまちあるき観

光などの回遊活動を促進する。  
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○動画によるイベント情報等の発信  

県内各所で開催されるさまざまな観光イベント等を動画撮影し、

ネット上でのリアルタイム中継や動画コンテンツとしての保存を

行う。  

○農林水産物関係情報の発信強化  

農林水産物や６次産業化 24関連情報、生産者の思いなどを、文

字や画像、音声、動画等を利用した臨場感の高い情報発信により

消費者に届け、消費拡大を図る。  

○生産者と消費者等との交流促進  

農林水産業に関するイベント情報等を、情報を求める消費者へ

タイムリーかつダイレクトに発信し、生産者と消費者等との絆づ

くりを促進する。  

○農林水産物のこだわり生産情報をアピール  

誰が、どこで、どうやって生産したかを生産者や品目ごとのデー

タベースを構築することで、農産物に、生産者のこだわり、農家

の思いという生産情報を付加価値として提供するほか、おすすめ

のレシピや周辺情報も提供することで消費拡大につなげていく。  

○交流事業へのソーシャルメディア導入  

特定のテーマに関する利用者の会話で盛り上がる Twit ter や

Facebook などソーシャルメディアを交流事業等に導入する。  

  

                                                

24
 ６次産業化：農林 漁業の高収益 化や雇用の確保を目的 として、１次産業であ る農

林漁業に 、２次産業の製造業と ３次産業の小売業の役 割を加えること。  
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３３３３    安全・安心に支えられたふくしま安全・安心に支えられたふくしま安全・安心に支えられたふくしま安全・安心に支えられたふくしま  

食品の安全性に関する不安、異常気象、自然災害の増加、少子高齢

化の進行、健康・福祉への関心の高まりなどにより、安全・安心な生

活の実現に向けた県民の期待は大きくなっています。とりわけ、震災

後、広範囲にわたる原子力災害は、県民を悩ませており、除染によっ

て環境放射線量を低減し、日々の生活の安全・安心を担保して欲しい

という要求が高まっています。  

このため、保健、医療、福祉、食の安全、防災、防犯など県民生活

の全般にわたり、プライバシーに配慮しながら、ＩＣＴを活用して情

報共有や情報提供を行うことにより、安全・安心の確保を図っていき

ます。特に防災、防犯分野では地理情報システム（ＧＩＳ）を活用し

て、地域から提供される情報を迅速に反映した付加価値の高い情報共

有を目指します。  

一方で、今回の震災の教訓からＩＣＴが便利である反面、回線の混

雑や途絶が生じて機能を十分に発揮できなかったこと、インターネッ

ト等を通じて発信・共有された情報が、デジタル情報を使えない人に

も伝わったかなどを検証し、是正する取組みも行います。  

 

【想定される取組み】  

○行政情報のメール配信  

防災やイベント、子育て情報等を、プッシュ型 25の行政情報メー

ルサービスで配信することにより、情報の速報化や周知の強化が

図られる。  

  

                                                

25
 プッシュ型：利用 者が能動的な 操作を伴わずとも、必 要な情報が自動的に配 信さ

れるタイ プの技術やサービスの こと。テレビやラジオな どのように情報提供者 側から

ユーザー に対して情報が「押し 出されてくる」イメー ジからこう呼ばれてい る。  
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○ＩＣＴで医療連携  

高齢者の医療では、かかりつけ医や専門医、訪問看護師、介護

関係者、作業療法士など多くの関係者が相互に連携する必要があ

るので、データを集約し、検査結果や既往症、薬歴、所見等の医

療データを共有できる環境を整備する。  

また、今回の震災を踏まえ、カルテの電子化及びそれをクラウ

ドによって保存するなど、万一に備えた医療情報の保全について

も検討する。  

○災害情報の収集と被災地への情報発信  

総合情報通信ネットワークなどを活用し、災害情報を住民向け

に早急に伝え、自治体と住民とが情報を共有することによって被

害の局限化を図る。  

○携帯電話による県土状況の把握  

携帯電話のカメラとメールにより、道路・河川・山林等の状況

について、画像に位置情報を付加して短時間で県に報告する。  

○危機管理情報のデータベース化  

地図上で視覚的に情報を管理できる地理情報システム（GIS）

を利用し、Twit ter や携帯電話等により県土の状況を把握するシス

テムと組み合わせることで、即時性の高い情報を地図上に反映し

て対応の迅速化を図る。  

また、救護所や避難所に関する状況を把握するシステムを導入

し、即時性の高い情報をデータベース化する。  
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４４４４    思いやりにあふれたふくしま思いやりにあふれたふくしま思いやりにあふれたふくしま思いやりにあふれたふくしま  

ＩＣＴの利活用により、情報のリアルタイムでの入手、共有、発信、

蓄積、解析、活用等を容易にし、県民一人ひとりの日常生活の質の向

上を図ることができるほか、利便性の向上、経済・社会活動の効率的

遂行などが可能となり、あらゆる地域において様々な効用をもたらし

ます。一人暮らしの高齢者の見守りや買い物が不便な地域に住む人た

ちへの支援、心に悩みを抱えながら人と会って打ち明けることに抵抗

感を持つ人に対する相談体制や関係機関の連携などは、ＩＣＴがもた

らす新たなコミュニケーションによって強化することが可能です。  

また、経済・社会活動の効率化や環境負荷軽減のための取組みの検

証などの分野においても、情報をリアルタイムに収集・解析、可視化

することができるＩＣＴは必要不可欠なものとなっています。  

本県では一般に、幼い頃から近所や親戚との付き合いが深い環境で

育ってきた人が多く、支え合い、人と人とのつながりを感じながらの

くらしを心地よく感じる県民性があるといわれています。ＩＣＴの利

活用により、環境への負荷の少ない手法によって個人や自治体、関係

機関等のつながりを強化し、発展させることが可能であることから、

地域社会の強い絆、人々とのつながりを感じながら暮らすことができ

る持続可能な社会を実現するためにＩＣＴを活用していきます。  

 

【想定される取組み】  

○能力開発から業務委託までの在宅就業支援  

一人で子供を育てる親や障がい者を対象として、手当を支給し

ながら情報通信技術に関する研修を行い、研修終了者には公共団

体のホームページ制作や中小企業向けのデータ入力などの在宅就

業可能な仕事を紹介する。  
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○アクティブシニアによるＩＣＴ活用  

インターネット等を敬遠しがちな高齢者が、逆にそれを活用し

てより楽しく活動的な生活を送れるよう、ＩＣＴ利活用に積極的

なリーダー役の高齢者（アクティブシニア）を養成する。リーダー

はパソコン相談会や高齢者向け講習会の開催、訪問サポート等を

ボランティアで行い、ＩＣＴを趣味や社会参加に役立てる方法等

を指南する。  

○ペーパーレス化推進による省資源と廃棄物排出量の削減  

庁内で用いられる紙文書の電子化を一層推進することで、紙の

使用量や紙ゴミの廃棄量の削減につなげる。  

○公金のキャッシュレス決済  

公金決済用のシステム導入により、利用者が自宅のパソコンか

らインターネット経由で税金や水道料金などをクレジットカード

や電子マネーで決済することを可能とする。  

○住民からの情報提供システム  

道路にできた穴や公共施設の破損、不法投棄状況などの情報を、

地図により視覚的に情報を管理できる地理情報システム（ＧＩＳ）

を利用して、ホームページから行政に通報する。 

○Ｗｅｂアクセシビリティ 2 6の向上 

ホームページの画像や音声などには代替テキストによる注釈を

つける、すべての要素をキーボードで指定できるようにする、情

報内容と構造、及び表現を分離できるようにするなど、ＷＣＡＧ

                                                

26  Web アクセシビリティ：利 用 する側 から見 たホームページ上 の情 報 やサービスなどの利 用 しや

すさ。特 に、高 齢 者 や障 がい者 などハンディを持 つ人 にとって、どの程 度 利 用 しやすいか。  
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２．０ 27、JIS X 8341-3:20102 8、みんなの公共サイト運用モデル 29

の遵守を徹底する。   

                                                

27  WCAG2 .0： 【Web Content  Access ib i l i ty  Gu ide l ines】高 齢 者 や障 がい者 でもアクセスしや

すい Web ページを作 れるようにすることを目 的 とした、Web ページのアクセシビリティに関 するガイ

ドライン。現 在 の仕 様 は、平 成 20 年 （2008 年 ）12 月 に公 開 された。  

28  J IS X 8341-3 :2010：高 齢 者 や障 がい者 が情 報 通 信 機 器 技 術 によって実 現 されたサービス

（Web コンテンツ）を理 解 し、操 作 できるようにするため、制 作 時 や運 営 時 に配 慮 すべき事 項 の

指 針 を示 す規 格 のこと。  

29  みんなの公 共 サイト運 用 モデル：高 齢 者 や障 がい者 を含 む誰 もが地 方 公 共 団 体 のホーム

ページやウェブシステムを利 用 することができるよう、ウェブアクセシビリティの維 持 ・向 上 を実 現

するための取 組 モデルのこと。  
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５５５５    福島県復興計画に描かれたふくしま福島県復興計画に描かれたふくしま福島県復興計画に描かれたふくしま福島県復興計画に描かれたふくしま  

震災により全国及び県内各地に分散居住を余儀なくされた多くの県

民の「絆」をつなぐため、ふるさとの情報を提供するとともに、停滞

した産業の再生・発展に向けた基盤づくり、安心・安全な県土を維持

する高速情報通信基盤の整備を促進します。  

 

【想定される取組み】  

○放射線情報公開事業  

 県内各所で測定した放射線値をリアルタイムに公開・発信す

るとともに、発災時からの推移も参照できる仕組みを構築する。 

○電子回覧板等による情報発信  

 警戒区域・計画的避難区域から県内外に避難している住民に

デジタルフォトフレームを配付し、携帯回線を通じ県や市町村

からの支援情報、ふるさとの風景や行事の写真等を提供する。  

○応急仮設住宅等におけるネットワークを支援するための事業  

 避難住民に被災者支援情報等を伝達するとともに、地域コ

ミュニティの維持を図るために応急仮設住宅間にネットワーク

を構築し、情報提供システムを構築する。  

○戦略的に情報を発信する事業  

 マイナスイメージの「フクシマ」から『応援したくなる福島』

『訪れたくなる福島』にイメージを転換するために、情報発信

戦略に基づき、ふくしまの「今」を伝え、県民と共に創る「新

生ふくしま」のイメージの下、民間団体等と連携し、あらゆる

情報発信手段を複合的に活用して、積極的に全世界に向けた情

報発信を行う。  
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○ＩＣＴによる流通インフラを構築するための事業  

 ふるさと帰還後の住民が安全・安心に暮らせるよう、情報通

信インフラを活用した商業環境の整備（買い物弱者対策等）を

実施する。  

○スマートコミュニティの実証試験を行うための事業  

 多様な再生可能エネルギーを導入し、スマートグリットによ

る電力の需給バランスを制御した環境に優しく、自然災害に強

いスマートタウンの「ふくしまモデル」の確立に向けて実証試

験を行う。  

○食の安全・安心推進事業  

 福島県の第一次産業再生のため、県産農産物の安全性を正確

に伝えることにより、消費者に安心してもらうとともに、生産

者の営農に対する意欲向上を図る。  

○情報通信ネットワークの強化  

 安全性、経済性、衛星携帯電話導入による機動性に優れた新

システムに更新し、県庁舎が被災した場合のバックアップ体制

の強化と、ホームページ等情報発信手段の同時アクセス数の強

化により効率的な情報提供に努める。  

  


